






研究目的 

全国的に実施されているクレチン症マススクリーニングでは,乾燥濾紙血の甲状腺刺激ホ

ルモン(TSH)の測定方法にも多様な系が確立されており,一定の基準を示す精度管理が全ス

クリーニング施設を対象として行われることがのぞましい。このスクリーニングによるク

レチン症患者の発見検出には,とくに各検体濃度の正確な順位づけが必要だと考えられる。

昨年度我々は,濾紙血 TSH 濃度の順位再現性を反映する指標として Spearman 順位相関係数

を使用し,一部のスクリーニング施設を対象に精度管理法の検討をおこなった。本年度は更

に,標準濾紙血 TSH 濃度の分布に検討を加えて実効性のある精度管理法を確立すること,及

び全国のスクリーニング施設におけるスクリーニング精度を評価把握することを目的とし

て研究を遂行した。 


